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１．単元設定の理由

本単元は，学習指導要領の内容(３)「自分たちの生活は地域で生活したり働いたりしている人々や様々な場所とかかわっていることが分かり，それらに親しみや愛着をもち，人々と適切に接することや安全に生活することができるようにする。」を受けて設定したものである。
本校は，校区北側には田畑が広がり，多くの自然的要素がある。１学期の生活科では，畑を見学し，野菜の育て方を教えていただくなど，地域の農家の方に携わっていただいた。一方，南側には公園や文化センターなどの公共的要素，商店などの商業的要素があり，そこで働く人々や利用する人々を多く目にする機会がある。２学期の探検では，地域の様々な場所やそこで生活したり働いたりしている人々のところに実際に出掛け，仕事の様子を見学したりお話を聞いたりするなどして繰り返し関わる活動を設定する。そうすることで，地域の人々が自分たちの生活を支えたり，楽しくしたりしていることに気付き，地域の人々や場所に対する親しみや愛着をもたせることができる単元であると考える。

　　児童の多くは，校区の南側に住んでおり，商業施設や公園などは，児童にとって身近なものであると言える。しかし，「町のすてきなところを知っていますか。」とアンケートをとったところ，肯定的な回答をした児童は４１％にとどまった。また，どんなところをすてきだと思うか，自由記述で聞いたところ，７７％が「お店が多いところ」「家が多いところ」を挙げ，１５％が「森や自然がある」と答え，「登校時，旗ふりをしてくれる地域の人がいる」と，地域の人の優しさに目を向けた児童は７％しかいなかった。
また，本学級の児童に対して，本校で育てようとする資質・能力の具体について，７月に実施したアンケートは，以下のような結果であった。
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】
	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	課題発見力
	授業では，知ってみたいこと，やってみたいことを見つけています。
	８８％

	論理的思考力
	授業では，理由をつけて考えています。
	８０％

	主体性
	授業では，自分の考えをもっています。
	９４％

	協調性
	友達の意見を最後まで聞いて話し合い，協力して取り組んでいます。
	１００％

	自らへの自信
	目標に向かって取り組む中で，自分はがんばっているなと思います。
	１００％

	
	西小学校の地域のことが好きです。
	１００％


　　この結果，主体性や協調性，自らへの自信はほとんどの児童が肯定的に感じていることが分かった。しかし，上記の町に対するアンケート結果と見比べると，地域のことは好きだが，具体的によさを思い浮かべられる児童は少ないことが分かる。地域のよさについても，商店や施設などを挙げた児童が多いことから，地域の地理的なよさにしか目を向けていないと考えられる。また，論理的思考力については，肯定的に感じている児童が少ないことも分かった。自分の考える理由に自信がもてなかったり，うまく言葉で相手に伝えられなかったりすることから，理由をつけて考えることを否定的に捉えていると考えられる。
　　

（１）「課題発見・解決学習」の学習過程をさらに意識した単元計画の作成
　　・　１学期の探検を振り返り，町のおすすめの場所やその理由を交流する中で，そこでどんな人が働いているのか知りたいという意欲を高めさせる。
　　・　１回目の探検は，「まちのきらりさん探検」とし，グループごとに商店や施設などの見学をしたりインタビューをしたりし，そこで働く人々と関わる活動を行う。
　　・　２回目の探検は「まちのきらりさんなかよし探検」とし，新たな疑問をインタビューしたり，考えてきた仲良くなる方法を実践したりして，地域の人との関わりを深められるようにする。
　　・　単元終末では，他の場所に探検に行った友達に伝わるように，その場所やそこで働く人々のよさや地域の人の思いなどを整理して発表できるようにする。
（２）主体的・対話的で深い学びのある授業の実現
　①話合いの充実
　　・　同じ場所に探検に行く児童同士でグループになり，探検の計画や振り返りについて話し合う機会を繰り返し設定する。
　　・　スケールチャートを用い，地域の方との交流に対するお互いの意識の違いや変容を可視化することにより，理由をつけて対話する必然性をもたせる。
　②学びを深めるための「書く」活動の質の向上
　　・　町探検を通して気付いたことや分かったことをカードに書いて残すことで，活動後の振り返りや交流に生かせるようにする。
　　・　内容に対する理解や感想だけでなく，地域に対する価値の変容に気付けるように，視点に沿って振り返りを書かせる。
２．単元の目標
地域の人々と関わる活動を通して，地域で生活したり働いたりしている人々と自分との関わりについて考えることができ，地域の人々のよさやすばらしさ，自分との関わりに気付き，地域の人々に親しみや愛着をもつとともに，人々と適切に接したり，安全に生活したりすることができるようにする。
３．単元の評価規準
	
	
	生活への
関心・意欲・態度
	活動や体験についての
思考・表現
	身近な環境や自分についての
気付き

	単元の

評価規準
	
	　１学期の町探検などで関わった人や場所と繰り返し関わることに関心をもち，それらに親しみや愛着をもって，話したり，一緒に活動したりしようとしている。
	もう一度関わりたい場所や人，一緒にしてみたい活動を決め，地域で生活したり働いたりしている人々と自分たちとの関わりについて考え，それをすなおに表現している。
	地域で生活したり働いたりしている人々の，地域への思いや，自分たちの生活との関わりに気付いている。
自分たちの暮らす地域の良さや，人々と適切に接することができるようになった自分たちのよさに気付いている。

	学習活動（小単元）における評価規準
	1
	①　これまでに行った地域の場所や，関わった人々に関心をもち，もう一度行こうとしている。
	①　関わりたい場所や人を決め，相手や場に応じた行動を考え，探検の計画を立てている。
	①　地域には色々な場所があることだけでなく，そこで生活したり働いたりしている人々がいることに気付いている。

	
	2
	②　地域の場所や人に関心をもち，関わろうとしている。
	②　相手や場，状況におじた適切な行動について考え，地域の人と関わっている。
③　探検を振り返り，見つけてきた地域の人の良さを友達に伝えたり，地域の人との仲が深まったか考えたりしている。
	②　地域の人に親しみをもって関わり，身近な人と関わることの楽しさに気付いている。

	
	3
	③　探検で関わった地域の人と，もっと親しくなるために，繰り返し関わろうとしている。
	④　地域の人ともっと親しくなるために，自分たちができることは何かを考えている。
	③　地域で働いたり生活したりしている人々の，地域への思いや自分達の生活での関わりに気付いている。

	
	4
	④　地域の人と進んで関わっていこうとする思いをもっている。
	⑤　地域で生活したり働いたりしている人々と，自分たちの生活との関わりについて考え，友達と話し合っている。
	④　地域の人と関わる楽しさや，人と上手に接することができるようになった自分たちのよさに気付いている。


４．本校で育てようとする資質・能力の具体
	知識・技能
	地域への親しみや愛着が増したり，人々と適切に交流することができるようになったりした自分の成長に気付いている。

	論理的思考力
	地域で生活したり働いたりしている人々と自分たちの生活との関わりについて考えている。

	自らへの自信
	地域で生活したり働いたりしている人々と関わる活動を楽しみ，地域への親しみや愛着が増し，地域のことが好きになっている。


５．指導計画（全２３時間　本時８／２３）
	次
	主な学習活動
	評価規準

（評価方法）
	本校で育てようとする
資質・能力の具体

	一

（３時間）
	
○　１学期の町探検や夏休みに行った場所などを振り返り，地域のおすすめの場所や理由について考える。（１）

○　１学期に使った絵地図や教師が提示した写真を見ながら，探検に行きたい場所や会いたい人，聞きたいことを話し合い，探検のグループを決める。（１）
○　グループごとに探検のルールやマナー，聞きたいことを話し合い，「まちのきらりさん探検」の準備をする。（１）

	関①（発言）

思・気①（ワークシート・発言）
思①（ワークシート・発言）
	課題発見力
課題発見力
論理的思考力


	二
（５時間）



	
○　グループごとに，計画に沿って「まちのきらりさん探検」に出かけ，見学したりインタビューをしたりし，地域の人々と関わる。（３）
○　探検を振り返り，発見したことを整理する。（１）
○　発見したことをグループや全体で交流する。（１）

【本時】

	関・思②（行動観察）
気②（ワークシート・発言）
思③（ワークシート・発言）


	論理的思考力
論理的思考力
論理的思考力


	三
（８時間）
	
○　「まちのきらりさんなかよし探検」に向けて，もっと聞きたいことや仲良くなるための方法を考える。（２）
○　２回目の探検のお願いを手紙に書く。（１）
○　グループごとに「まちのきらりさんなかよし探検」に出かけ，インタビューをしたり一緒に活動したりする。（３）
○　探検を振り返り，発見したことを整理しながら話し合う。（１）
○　まちのきらりさんのすてきなところをまとめ，交流する。（１）



	思④（ワークシート・発言）
関③（手紙）
関③（行動観察）
気③（ワークシート・発言）
気③（ワークシート・発言）
	課題発見力
論理的思考力
論理的思考力
論理的思考力
知識・理解
自らへの自信

	四
（７時間）
	
○　これまでの活動を振り返り，「まちのきらりさん発表会」に向けて，発表したいことを考える。（１）
○　伝えたいことを発表するためのまとめ方を考える。（１）
○　伝えたいことをポスターや新聞などにまとめる。（３）
○　「まちのきらりさん発表会」を開く。（１）
○　「もっとなかよしまちたんけん」を振り返り，気付きや学習前と比べて変わったことなどを考える。（１）
	関④（ワークシート・発言）
思⑤（ワークシート・発言）

思⑤（表現物・発言）
関④（発言）
気④（ワークシート・発言）
	論理的思考力
論理的思考力
論理的思考力
自らへの自信
知識・理解
自らへの自信


６．本時の学習
（１）本時の目標
1回目の探検で出会った人について振り返り，地域の人のよさを友達に伝えたり，地域の人との仲が深まったか考えたりすることができる。
（２）本時で望む「主体的・対話的で深い学び」の姿

　　　　地域の人と仲良くなることができたか，１回目の探検を根拠にそれぞれの考えを対話することで，地域の人との関わり方について，新たな課題をもっている姿。
（３）準備物

　　　　探検の写真，スケールチャート，ワークシート
（４）学習の展開
	学　習　活　動
	指導上の留意事項（・）

「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手だて（◆）
	○　評価規準（評価方法）

★　望ましい姿【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	１　本時の課題をつかむ。

２　グループ内で，出会った人のよいところを考える。
３　全体で交流し，地域の人のよさを考える。 




４　地域の人との仲が深まったか考える。


５　振り返りを書く。


	・　活動を具体的に思い出せるよう，写真を提示する。
・　同じ場所に探検に行ったグループ内で交流することで，共通体験を元に話し合いができるようにする。
・　交流の仕方を示し，話し合いを進めやすくする。
・　地域の人には，それぞれのよさがあることに気付けるよう，出会った人を分けて板書する。
・　地域の人の思いやよさを明確に捉えられるよう，共通点に着目してキーワードを板書する。

◆　共通点を捉えにくい場合は，自分の会った地域の人の良さをキーワードで考えさせる。
・　地域の人との「仲良し度」がどのくらいか，黒板上のスケールチャートに表現させる。

・　もっと仲良くなるためにどうしたいか考えるために，本時で分かったことだけでなく，これからしたいことも振り返って書けるようにする。
	★　論理的思考力

地域で生活したり働いたりしている人々と自分たちの関わりが深まったか，理由をつけて考えている姿。

○　思考・表現
　探検を振り返り，見つけてきた地域の人のよさを友達に伝えたり，地域の人との仲が深まったか考えたりしている。
（ワークシート・発言）




（６）板書計画




生活�
第２学年１組（男子１７名，女子１７名　合計３４名）�
指導者�
�












単元名





もっと　なかよし　まちたんけん


～まちの　きらりさんと　なかよくなろう～
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児童の実態
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研究主題に迫るための手立て





課題の設定





情報の収集





課題の設定





整理・分析





【小単元の目標】まちにはどんな人がいるのかな


１学期の町探検を振り返り，町には色々な場所があったことを思い出し，そこで生活する人々や働く人々の存在に気付き，会いに行きたいという思いをもとうとする。





◇思い　「地域にはすてきな場所がたくさんあるね。どんな人がいるのかな。」





◇思い　「まちのきらりさんに会いに行こう。」





課題の設定





まとめ・創造・表現





実行





情報の収集





整理・分析





【小単元の目標】まちのきらりさんに会いに行こう


　探検の計画に沿って，グループで地域に出かけ，地域で生活している人や働いている人と関わる中で，その人たちの思いや工夫などに気付き，地域の人ともっと関わろうとする。





◇思い　「～さんのすてきなところが発見できたよ。


　　　　　もっと～さんのことが知りたいな。もっと仲良くなりたいな。」





情報の収集





実行





整理・分析





課題の設定





まとめ・創造・表現





【小単元の目標】もっとまちのきらりさんとなかよくなろう


地域の人々と話をしたり，いっしょに何かをしたりして繰り返し関わる中で，それらの人々が自分たちの生活と関わっていることに気付き，地域の人々に親しみや愛着をもとうとする。





◇思い　「～さんのことがもっとよく分かったよ。


　　　　　～さんのすてきなところを，みんなに教えてあげたいな。」





◇思い　「今まで知らなかったまちのすてきな場所や人が分かったよ。これからもいろんな人と仲良くなりたいな。三原のまちのことがもっと好きになったよ。」





整理・分析





情報の収集





課題の設定





実行





まとめ・創造・表現





振り返り





【小単元の目標】まちのきらりさん発表会


地域で関わった人々のことを振り返り，友達と伝え合う活動を通して，自分たちの地域には，すてきな人や場所がたくさんあることが分かり，地域への親しみや愛着をもとうとする。





「きらりさんたんけん」で出会ったきらりさんを　しょうかいしよう。





お好み焼き屋さんもお花屋さんも，お客さんに笑顔になってほしいと言っていたよ。だから，２人のきらりは，笑顔だと思うよ。





みんな，優しくお話をしてくれたから，優しさがきらりだと思うよ。





お仕事はちがうけど，～～さんと～～さんのきらりは似ているね。





まちのきらりさんと，どのくらい仲良くなれましたか。





仲良し度は上がったよ。わけは，たくさんお話ができたからだよ。





探検に行く前よりは仲良くなれたよ。でも，他の班が聞いていたことをぼくたちも○○さんに聞きたいな。そうしたら，もっと仲良くなれると思うよ。





◇思い　「～～さんのきらりが分かったよ。


　　　　　もっと～さんのことが知りたいな。もっと仲良くなりたいな。」
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やさしい





� eq \o\ac(○,め)�「まちのきらりさんたんけん」で出会ったきらりさんをしょうかいしよう。





みはらがすき





みんなをまもる





～～さん


ゆうびんきょく





～～さん


パンやさん





～～さん


ごはんやさん





～～さん


カレーやさん





～～さん


おまわりさん





～～さん


ごはんやさん





～～さん


おこのみやきやさん





～～さん


本やさん
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